
広島市立広島市民病院 

整形外科  

 

【一般目標】 

１） 医療チームの一員として、責任感はもとより、技能、思考、態度を学ぶ。 

２）患者およびその家族と良好な対人関係を築くべく、診療手技とコミュニケーション能力を獲

得する。 

３） 講義で学んだ整形外科学の知識を再確認し、実践的な知識を習得する。 

４） 基礎医学、臨床医学、社会医学の知識を応用し、担当患者の問題の理解し、『病因・病態』か

ら『診断・治療』までの一連の流れを総合的に理解し、問題解決型の思考過程を身につける。 

５）医師としての基本姿勢を臨床の現場から学ぶ。 

【到達目標（行動目標）】 

１） コミュニケーションにより、患者および家族と良好な人間関係を築く。 

２）患者および家族から必要な診療情報を収集し、整理する。 

３） 身体診察所見（関節疾患、脊髄疾患など）に基づき診療に必要な情報を収集する。 

４） 主要な症候を理解し、鑑別診断の原則に基づき診療計画を立案する。 

５）単純レントゲン、MRI、CT、エコー検査など整形外科領域の主要な検査について、概要、有

用性、限界、危険性を説明し、結果を解釈する。 

６）整形外科領域における主要疾患について、症候、病態、診断、治療を学ぶ。 

７） 収集した情報を基に、POMR＜問題志向型診療記録＞を作成する。 

８） 症例を要約する習慣を身につけ、状況に応じて適切にプレゼンテーションする。 

９） 診療に必要な知識・情報（各種の診療ガイドライン等の電子化情報を含む）を、適切に検索・

収集する。 

10）医療チームの構成や各構成員（医師、薬剤師、看護師、その他の医療職）の役割分担と連携・

責任体制について説明し、チームの一員として参加する。 

【注意事項】 

１）端正な服装を心がけ、清潔な白衣を着用すること。その際にはネームプレートを付けること。 

２）患者さんや他の医療スタッフと接する際には大人としての礼節を保ち、態度、言葉遣いに気

を配ること。特に、患者さんと接する際には、実習に協力していただくことに対する感謝の

気持ちを忘れないこと。 

３） 守秘義務、個人情報の管理には常に留意すること。また、予断や想像に基づく無責任な情報

は決して伝えないこと。 

４）欠席、遅刻の場合は必ず届け出ること。 
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【実習の内容】 

１）整形外科治療の柱である『手術』を多く経験することを基本としてはいるが、希望があれば

適宜調整する。 

２）実習期間中、指導医の指示した患者を主治医（チーム）の１人として診療し、入院から退院

までの医療に参加すること。具体的な診療行為については、逐一指導医の指示を仰ぐこと。 

３）病歴聴取、診察、検査より今後の治療方針を指導医と相談すること。 

４）毎週の火曜日の午後 4 時 30 分より整形外科病棟の総合回診、術前カンファレンスを行う。

その際、担当患者に関する情報提示ができるように準備しておくこと。 

（手術日のため，全メンバーが揃わないことあり） 
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※毎週月曜日は整形外科輪番日 

 

【実習指導医】 

日本整形外科学会専門医（6名） 

出家 正隆 副院長 

横矢 晋  整形外科主任部長 

竹内美知子 整形外科部長 

村上弘明  整形外科部長 

藤岡悠樹  整形外科部長 

加納利哉  整形外科副部長 


